



















（Ferdinand Freiherr von Richthofen）の著作『中国』（China, 1877、第１巻）
に見られる‘Seidenstrassen’という語であり、それを同じくドイツの東洋学
者ヘルマンが『中国―シリア間の古代絹街道』（Die alten Seidenstrassen 






















































つまり匈奴の首長であった 冒 頓 単 于 は中央アジアの遊牧民族国家であった大









安息（パルティア）は大宛（フェルガナ）の西二、三千里ばかり、 　 　  水
ぎ すい
（アム・ダリア河？）の北にあります。……その西には 条 枝 （シリア）、
じょう し
北には 奄 蔡 （アルチャク）、 黎 軒 （ローマ）などの国があります。…… 大 
えん さい れい けん たい












るいは同様に用いられていた「 天 竺 」「 賢 豆 」「 天 篤 」）などの音写は不正確で





































































　Edward H. Schafer, The Golden Peaches of Samarkand : A Study of T’ang Exsotics, University of Cali-











参考になる。Rome and India : The Ancient Sea Trade, ed. by Vimala Begley and Richard Daniel de 
Puma, The University of Wisconsin Press, 1991. また、エジプト在住のギリシア人の手になるもの
と思われる海上貿易の案内書が紀元60～70年ころに成立している。すなわち『エリュウトゥラー
海案内記』村川堅太郎訳註、中公文庫、である。これは紅海における海路の案内だが、そのルー
トは当然インドにつながっている。
